
村
崎　

啓
二
議
員　

市
民
が
安
心

し
て
、
多
摩
川
を
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
む
た
め
に
は
、
水
質
改
善

な
ど
衛
生
上
の
安
全
性
の
確
保
が

不
可
欠
だ
と
思
う
。

　

こ
う
し
た
中
、
雨
天
時
に
処
理

能
力
を
超
え
た
下
水
が
多
摩
川
に

放
流
さ
れ
る
た
め
、
大
腸
菌
群
が

基
準
値
の
５
倍
を
超
す
こ
と
も
あ

る
と
聞
く
。

　

そ
こ
で
、
大
腸
菌
群
の
基
準
値

達
成
の
方
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
多
摩
川
の
水
質
改
善
に

向
け
、
民
間
住
宅
へ
の
雨
水
浸
透

ま
す
の
設
置
は
有
効
と
思
う
が
、

そ
の
目
標
数
及
び
数
値
達
成
に
向

け
て
の
市
の
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

大
腸
菌
群
数
は
、

５
㎜
程
度
の
雨
量
の
場
合
、
雨
水

浸
透
ま
す
の
設
置
に
よ
っ
て
、
雨

水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で

改
善
効
果
が
見
ら
れ
る
。

　

民
間
住
宅
へ
の
設
置
目
標
数
は
、

年
平
均
１
０
０
０
基
で
あ
り
、
今

後
も
、
下
水
道
指
定
工
事
店
を
通

じ
て
、
目
標
の
達
成
に
向
け
、
一

層
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。

　

け
や
き
並
木
歩
道
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
︱
歩
行
者
と
自
転
車
の
通
行
区
分

の
分
離
な
ど
︱　

小
山　

有
彦
議
員　

市
は
、
平
成

13
年
度
に
入
札
制
度
を
見
直
し
た

が
、
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
入
札
制
度
の
今
後
の

方
針
と
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長　

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と

評
価
し
て
い
る
。
今
後
と
も
地
元

企
業
の
育
成
等
に
も
配
慮
し
、
一

層
の
適
正
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員　

工
事
完
了
検
査
評
定
と
成

績
評
定
が
、
次
の
入
札
に
反
映
さ

れ
る
流
れ
を
作
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
市
の
工
事
成
績
評
定

制
度
の
認
識
は
。
ま
た
、
同
評
定

を
業
者
に
事
後
通
知
す
る
考
え
は
。

総
務
部
長　

本
市
で
は
、
工
事
完

了
検
査
成
績
評
定
基
準
に
よ
り
評

定
を
行
っ
て
い
る
が
、
よ
り
き
め

細
い
評
定
を
す
る
た
め
に
、
工
事

成
績
評
定
基
準
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
検
討
を
始
め
た
。

　

今
後
は
、
工
事
施
工
成
績
評
定

書
と
工
事
完
了
検
査
評
定
書
と
の

総
合
評
定
の
成
績
が
、
適
切
に
業

者
選
定
等
に
反
映
で
き
る
よ
う
、

同
委
員
会
で
検
討
し
た
い
。

　

評
定
結
果
の
通
知
は
、
今
後
は

実
施
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　

府
中
市
の
施
設
使
用
料
に
つ
い
て　

稲
津　

憲
護
議
員　

阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
際
、
言
葉
や
習
慣
等
の

違
い
か
ら
、
日
本
人
と
は
異
な
る

困
難
に
直
面
し
た
外
国
人
被
災
者

が
数
多
く
い
た
。

　

本
市
で
は
、
４
０
０
０
人
以
上

の
外
国
籍
の
人
が
住
ん
で
お
り
、

今
後
、
発
生
が
予
測
さ
れ
る
災
害

に
つ
い
て
、
そ
の
対
策
を
し
っ
か

り
講
じ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
災
害
時
に
お
け
る
外

国
籍
の
住
民
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

現
在
、
財
団
法

人
消
防
科
学
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し

た
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し

て
お
り
、
今
後
は
、
防
災
講
座
の

実
施
も
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
、
国
際
交

流
サ
ロ
ン
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
通
訳
者
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
こ
の
た
め
、
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
し
、
対

応
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
通

訳
者
に
働
き
掛
け
た
い
。

　

地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て

▲使いやすい図書館を目指して

▲多摩川の水辺にて

▲改築の進む府中第三中学校

奈
良
e　

久
和
議
員　

災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
公
共
施

設
、
な
か
で
も
教
育
施
設
・
学
校

の
持
つ
機
能
と
役
割
は
大
き
く
、

今
後
も
、
重
要
な
防
災
拠
点
と
し

て
、
学
校
の
整
備
充
実
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
学
校
の
耐
震
診
断
の

状
況
と
、
耐
震
改
修
・
改
築
の
整

備
計
画
策
定
の
考
え
方
及
び
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

教
育
長　

体
育
館
は
、
災
害
時
の

一
次
避
難
場
所
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
耐
震
化

を
優
先
し
て
進
め
、
平
成
16
年
度

に
、
単
体
で
設
置
さ
れ
て
い
る
全

校
の
体
育
館
の
耐
震
補
強
を
完
了

し
た
。
校
舎
は
、
15
年
度
か
ら
17

年
度
の
３
か
年
計
画
で
耐
震
診
断

を
進
め
、
17
年
度
で
全
校
の
診
断

が
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
17
年
度
の
早
い
時
期

で
の
計
画
策
定
を
目
指
し
、
18
年

度
予
算
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

　

府
中
市
で
の
﹁
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
﹂︵
ノ

ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上
着
︶
の
導
入
推

進
に
つ
い
て
︱
環
境
対
策
の
た
め
軽
装

を
︱　

手
塚　

歳
久
議
員　

中
央
図
書
館

の
移
転
等
に
よ
り
、
利
用
し
や
す

く
な
る
市
民
は
多
い
と
思
う
が
、

現
中
央
図
書
館
周
辺
や
西
部
地
区

の
利
用
者
は
、
今
よ
り
も
遠
く
な

り
、
不
便
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
図
書
館
の
時
間
延
長

な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

　

今
後
、
地
区
図
書
館
の
時
間
延

長
等
、
具
体
的
な
対
策
を
検
討
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
部
長　

新
中
央
図
書
館

は
午
後
10
時
ま
で
の
開
館
を
予
定

し
て
お
り
、
利
用
者
の
圏
域
は
よ

り
広
範
に
な
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
地
区
図
書
館
の

時
間
延
長
は
、
施
設
管
理

等
の
面
で
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。

　

し
か
し
、
現
中
央
図
書

館
周
辺
の
利
用
者
に
は
、

身
近
な
場
所
で
の
図
書
資

料
の
受
渡
し
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
な
ど
、
新
中

央
図
書
館
と
連
携
し
た
機
能
を
創

設
し
た
い
。
ま
た
、
高
齢
者
等
で

来
館
が
困
難
な
利
用
者
に
も
、
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

配
慮
し
て
い
き
た
い
。

　

市
職
員
の
地
元
優
先
採
用
に
つ
い
て

●
下
水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い
て

他

他

他

他

他

遠
田　

宗
雄
議
員　

内
部
障
が
い

者
は
、
外
見
か
ら
で
は
障
が
い
が

あ
る
と
は
理
解
さ
れ
ず
に
、
苦
し

む
人
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
内
部

障
が
い
者
自
ら
が
考
案
し
た
ハ
ー

ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
が
、
車
い
す

マ
ー
ク
の
よ
う
に
、
広
く
理
解
さ

れ
る
こ
と
や
、
そ
の
た
め
の
活
動

へ
の
支
援
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
同
マ
ー
ク
の
普
及
の

た
め
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や

マ
ー
ク
の
つ
い
た
ワ
ッ
ペ
ン
等
の

作
成
な
ど
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
16
か
所
の
オ

ス
ト
メ
イ
ト
用
ト
イ
レ
が
あ
る
が
、

す
べ
て
の
市
民
に
役
立
つ
バ
リ
ア

フ
リ
ー
マ
ッ
プ
作
成
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長　

啓
発
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
等
は
、
効
果
的
と
考
え
る

の
で
、
当
事
者
の
話
を
聞
き
検
討

し
た
い
。
ワ
ッ
ペ
ン
等
は
、
広
域

的
な
取
組
が
よ
り
効
果
的
と
考
え

る
の
で
、
国
や
他
市
の
動
向
等
を

確
認
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
整
備
状
況
を
掲
載
し
た
福
祉
バ

リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
を
、

平
成
17
年
度

作
成
に
向
け

準
備
し
て
い

る
。
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ハート・プラスマークの普及のため

　　ワッペン等を作成する考えは

国や他市の動向を確認し

    取 り 組 ん で い き た い

災害時における

　外国籍住民への対応は

国際交流サロンの通訳者に

　協 力 を 働 き 掛 け た い

入 札 制 度

　工事成績評定制度の認識は

総 合 評 定 の 成 績 を

　業者選定等に反映していきたい

図

書

館

の

時

間

延

長

等

　
　

利

便

性

向

上

の

た

め

の

対

策

は

新
中
央
図
書
館
と
連
携
し
た
機
能
を

　
　

創
　

設
　

し
　

た
　

い

下
水
道
指
定
工
事
店
を
通
じ
て

　
　

一
層
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
く

多

摩

川

の

水

質

改

善

民
間
住
宅
へ
の
雨
水
浸
透
ま
す
の
設
置

　
　

 
普

及

さ

せ

る

に

は

耐
震
診
断
結
果
を
踏
ま
え

　
　

18
年

度

予

算

に

反

映

し

た

い

学

校

の

耐

震

化

　
　

整

備

計

画

の

策

定

予

定

は
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